
身
延
山
大
学
仏
教
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部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

一

一
、
は
じ
め
に

　

日
本
近
世
を
代
表
す
る
、
特
に
天
明
期
に
活
躍
し
た
狂
歌
師・

文
人
と
し
て
名

高
い
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
、
以
下
「
南
畝
」）
は
、
二
〇
二
三
年
に

「
没
後
二
〇
〇
年
」
を
む
か
え
て
、
現
在
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
文
人
と
し
て
広
い

交
友
関
係
を
も
つ
南
畝
は
「
杏
花
園
」
な
ど
の
号
の
他
に
狂
詩
、
狂
歌
の
号
と
し

て
の
「
寝
惚
先
生
（
念
法
華
先
生
と
も（
１
））」、

戯
作
者
と
し
て
の
「
山
手
馬
鹿
人
」

や
「
蜀
山
人
」「
巴
人
亭
」「
四
方
赤
良
」
な
ど
と
様
々
な
「
号
」
を
用
い
て
活
躍

し
た
。
幼
く
し
て
多
賀
谷
常
安
や
内
山
椿
軒
な
ど
か
ら
和
漢
学
を
学
び
、
後
述
す

る
が
、
代
々
幕
府
の
御
徒
を
勤
め
る
家
柄
か
ら
、
自
ら
も
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

七
月
、
御
徒
頭
京
極
左
門
配
下
の
御
徒
と
し
て
お
抱
え
入
り
も
し
て
い
る
。
明
和

四
年
（
一
七
六
七
）
九
月
に
は
、
狂
詩
文
集
で
あ
る
『
寝
惚
先
生
文
集
』
を
刊
行

し
、
こ
れ
よ
り
戯
作
文
学
者
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
天
明
期
の
狂
歌

流
行
の
旗
頭
の
一
人
と
し
て
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
た（
２
）。
ま
た
寛
政

の
改
革
に
よ
っ
て
一
時
、
狂
歌
や
戯
作
か
ら
離
れ
る
も
の
の
、「
能
吏
」
と
し
て
勤

め
て
い
た
時
に
作
っ
た
漢
詩
作
品
な
ど
も
多
く
伝
わ
り
、
文
人
と
し
て
南
畝
の
作

品
や
影
響
は
、
永
く
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

先
に
も
述
べ
た
が
、
二
〇
二
三
年
は
「
大
田
南
畝
記
念
の
年
」
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
南
畝
関
係
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
生
涯
や
作
品
に
迫
る
書

物
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
が
南
畝
の
狂
歌
師
と
の
活
動
や
幕
臣

と
し
て
の
人
物
像
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
南
畝
の
信
仰

に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
は
管
見
の
限
り
、
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』
な
ど
と

数
少
な
い
。
今
回
、
ス
ポ
ッ
ト
が
当
り
づ
ら
い
南
畝
の
信
仰
、
特
に
そ
の
醸
成
の

発
露
に
つ
い
て
を
、
家
族
の
信
仰
や
そ
の
交
友
関
係
な
ど
か
ら
探
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
大
田
南
畝
の
生
涯

　

で
は
ま
ず
、
簡
単
に
南
畝
の
生
涯
に
つ
い
て
、
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』

や
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』、
ま
た
小
池
正
胤
『
反
骨
者 

大
田
南
畝
と
山
東
京

伝
』
や
小
林
ふ
み
子
『
大
田
南
畝 

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』
な
ど
か
ら
概
観
し

て
み
た
い（
３
）。

大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰

木
　
村
　
中
　
一



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

二

　

南
畝
は
江
戸
牛
込
仲
御
徒
町（
４
）に
て
、
幕
府
の
御
徒
を
勤
め
て
い
た
父・

正
智
と

母・
利
世
の
間
に
四
人
兄
弟
の
三
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
と
伝
わ
る
。
上
二
人
は

姉
で
あ
り
、
大
田
家
の
跡
取
り（
５
）と

し
て
絶
大
な
期
待
が
あ
っ
た
か
ら
か
、
教
育
熱

心
な
母（
６
）の
元
で
幼
く
し
て
就
学
し
、
多
賀
谷
常
安
や
内
山
椿
軒
、
松
崎
観
海
な
ど

か
ら
和
漢
学
を
修
学
す
る
の
で
あ
っ
た
。
秀
才
で
あ
っ
た
南
畝
は
同
門
内
か
ら
一

目
置
か
れ
る
存
在
と
な
る
の
に
、
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
七
月
六
日
に
、
御
徒
頭
で
あ
っ
た
京
極
左
衛
門
の
配

下
、
御
徒
の
一
人
と
し
て
「
お
抱
え
入
り
」
を
果
た
し
、
約
三
年
間
で
は
あ
る
が

父
と
同
時
に
同
じ
「
職
（
御
徒
）」
を
勤
め
た
。
一
方
で
は
明
和
四
年
（
一
七
六

七
）
九
月
に
狂
詩
文
集
で
あ
る
『
寝
惚
先
生
文
集
』
を
刊
行
し
て
、
狂
歌
や
戯
作

流
行
の
立
役
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
南

畝
は
富
原
氏
の
末
娘
で
あ
る
「
里
与
」
と
結
婚
す
る
。
南
畝
二
十
三
歳
、
里
与
十

七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
貧
し
い
な
が
ら
も
南
畝
の
名
は
文
人
と
し
て
世
に

知
れ
渡
っ
て
お
り
、
様
々
な
文
人
た
ち
と
の
邂
逅
を
果
た
す
。
こ
の
よ
う
な
繋
が

り
か
ら
か
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
二
月
四
日
に
は
牛
込
恵
光
寺（
７
）（

現
在
の
日

蓮
宗
瑞
光
寺
）
に
て
開
催
さ
れ
た
「
宝
合
わ
せ（
８
）」
に
南
畝
は
塙
保
己
一
な
ど
と
と

も
に
参
加
し
て
い
る（
９
）。

　

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
十
一
月
の
こ
と
、
吉
原
松
葉
屋
の
新
造
で
あ
る
三
保

崎
（
三
穂
崎
と
も
）
と
出
会
う
。
こ
の
出
会
い
に
よ
っ
て
南
畝
は
吉
原
に
通
い
詰

め
、
翌
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
十
五
日
に
は
三
保
崎
を
身
請
け
す
る
の
で
あ
っ

た
（
（1
（

。
三
保
崎
に
「
お
賤
（
（1
（

」
と
い
う
名
を
与
え
寵
愛
す
る
南
畝
で
あ
っ
た
が
、
お
賤

も
次
第
に
病
み
が
ち
と
な
り
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
六
月
十
九
日
に
は
加
療

し
て
い
た
浄
栄
寺
（
（1
（

に
て
没
し
て
し
ま
う
。

　

そ
の
後
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
寛
政
の
改
革
（
松
平
定
信
に
よ
る
）
を
機

に
一
時
は
狂
歌
や
戯
作
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
松
平
定
信
な
ど
に

よ
っ
て
横
領
が
発
覚
し
斬
首
さ
れ
た
土
山
宗
次
郎
孝
之
と
南
畝
の
親
交
、
ま
た
何

者
か
に
よ
る
南
畝
へ
の
讒
言
な
ど
か
ら
「
連
座
」
を
恐
れ
た
た
め
と
も
、
さ
ら
に

通
俗
化
し
新
鮮
味
を
な
く
し
た
狂
歌
へ
南
畝
の
愛
想
づ
か
し
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

が
、
こ
れ
に
よ
り
南
畝
は
小
禄
の
御
徒
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
青
年
達
に
詩
歌

な
ど
を
教
え
る
生
活
を
送
る
の
で
あ
っ
た
。
世
相
慌
た
だ
し
い
中
、
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
九
月
九
日
に
父・

正
智
が
没
す
る
、
七
十
三
歳
こ
と
で
あ
っ
た
。
正
智

は
南
畝
と
共
に
御
徒
を
勤
め
て
い
た
が
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
に
隠
居

し
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
二
月
に
は
自
ら
「
自
得
」
と
号
し
た
。
信
仰
熱
心

で
あ
っ
た
南
畝
の
両
親
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
四
十
六
歳
と
な
っ
た
南
畝
は
能
吏
登
用
試
験
「
学
問

吟
味
登
科
済
」
が
幕
府
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
の
を
機
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九

四
（
（1
（

）
に
こ
れ
を
受
験
し
御
目
見
得
以
下
の
甲
科
及
第
首
席
合
格
と
な
る
（
（1
（

が
、
寛
政

八
年
（
一
七
九
六
）
九
月
六
日
に
母・

利
世
が
没
し
て
し
ま
う
。
同
年
十
一
月
二

日
に
は
「
支
配
勘
定
」
に
任
ぜ
ら
れ
、
高
禄
と
な
り
家
計
も
次
第
に
楽
と
な
る
が
、

生
活
が
苦
し
い
中
で
や
り
く
り
を
し
て
育
て
て
く
れ
た
七
十
三
歳
の
母
の
死
を
南

畝
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
で
あ
ろ
う
。
母
に
対
し
て
「
や
っ
と
楽
に
生
活
で

き
る
」
こ
の
姿
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
は
、
南
畝
の
心
に
影
を
落
と

し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
南
畝
の
悲
し
み
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
寛
政
十

年
（
一
七
九
八
）
三
月
十
一
日
に
は
妻
の
里
与
が
没
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
、
四



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

三

十
四
歳
で
あ
っ
た
。
貧
し
い
生
活
に
耐
え
な
が
ら
息
子
娘
を
育
て
て
、
南
畝
の
妾

の
存
在
に
も
文
句
も
言
わ
な
か
っ
た
温
厚
な
妻
の
死
も
、
母
の
死
同
様
に
南
畝
に

と
っ
て
大
き
な
悲
し
み
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
、
娘
（
（1
（

（
お
幸
）
は
既
に
嫁

し
て
お
り
、
大
田
家
は
南
畝
と
息
子
（
定
吉
）
の
二
人
家
庭
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　

死
別
の
悲
し
み
と
は
裏
腹
に
、
南
畝
は
幕
閣
内
で
メ
キ
メ
キ
と
頭
角
を
あ
ら
わ

す
よ
う
に
な
る
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
は
大
阪
銅
座
に
赴
任
す
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
頃
か
ら
中
国
で
銅
を
あ
ら
わ
す
「
蜀
山
居
士
」
よ
り
「
蜀
山
人
」
の

号
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
大
阪
で
も
有
名
人
で
あ
っ
た
南
畝
は
多
く
文

化
人
と
交
流
し
、
詩
歌
を
請
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
「
杏
花
園
」
の
号
は
狂

歌
を
連
想
さ
せ
る
の
で
使
用
し
た
く
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
（
（1
（

。
こ
の
頃
を
境
と
し
て

南
畝
は
狂
歌
な
ど
を
再
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
（1
（

。

　

そ
の
後
、
南
畝
は
江
戸
の
支
配
勘
定
に
戻
る
が
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
六

月
十
八
日
（
（1
（

に
長
崎
奉
行
所
詰
「
支
配
勘
定
方
」
を
命
じ
ら
れ
、
八
月
末
に
は
大
阪

を
発
っ
て
長
崎
奉
行
所
へ
赴
任
す
る
（
（2
（

。
五
十
六
歳
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
な
役
目

は
積
み
荷
の
調
査
で
「
積
荷
役
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
長
崎
で
も
南
畝
の
名

は
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
多
く
の
人
び
と
が
南
畝
の
詩
歌
を
請
う
た
と
い

う
（
（2
（

。
当
時
、
オ
ラ
ン
ダ
や
ロ
シ
ア
か
ら
の
船
が
長
崎
に
入
港
し
、
開
港
を
求
め
る

な
ど
し
た
た
め
に
、
長
崎
奉
行
所
は
大
変
忙
し
か
っ
た
が
、
南
畝
は
多
忙
な
日
々

を
送
る
傍
ら
、
多
く
の
史
蹟
を
廻
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
足
跡
を
記
す
作
品
な
ど
が

散
見
さ
れ
る
（
（2
（

。

　

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
八
月
に
は
交
代
が
命
じ
ら
れ
、
十
月
十
日
に
知
友
に

見
送
ら
れ
長
崎
を
出
発
。
十
一
月
十
九
日
に
は
無
事
江
戸
へ
と
到
着
し
て
い
る
（
（2
（

。

江
戸
へ
と
帰
還
し
た
南
畝
は
文
人
と
し
て
、
ま
た
能
吏
と
し
て
の
生
活
を
送
り
、

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
十
二
月
に
は
命
を
受
け
玉
川
治
水
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
治
水
視
察
は
度
々
行
わ
れ
て
、
南
畝
は
そ
の
出
張
費
を
工
面
し
て
書
庫
修
理

を
成
し
た
り
も
し
て
い
る
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）、
南
畝
は
「
番
付
騒
動
」

に
巻
き
込
ま
れ
る
。
こ
の
番
付
は
当
時
の
文
人
墨
客
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
り
、

南
畝
は
中
央
の
「
行
事
」
の
位
置
に
配
さ
れ
て
い
た
。
南
畝
は
こ
の
中
で
も
高
齢
、

ま
た
作
品
の
評
価
を
受
け
て
の
「
行
事
」
と
い
う
位
置
で
あ
っ
た
が
、
ラ
ン
キ
ン

グ
に
不
満
を
持
つ
一
部
の
者
の
自
ら
位
置
へ
の
感
情
が
、「
行
事
」
の
位
置
に
あ
る

南
畝
へ
の
不
満
へ
変
化
し
て
い
き
、
結
果
と
し
て
南
畝
に
対
し
抗
議
を
行
う
と
い

う
事
と
な
っ
た
。
こ
の
一
件
は
、
南
畝
の
「
文
人
墨
客
の
権
威
」
と
し
て
の
地
位

を
明
確
に
見
ら
れ
る
事
件
で
あ
る
と
い
え
る
（
（2
（

。

　

忙
し
く
動
き
回
る
南
畝
で
あ
っ
た
が
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
古
稀
を
迎
え

る
と
躓
い
て
転
ん
だ
り
吐
血
す
る
な
ど
、
次
第
と
身
体
に
不
調
を
来
す
こ
と
が
多

く
な
る
。
文
人
と
し
て
活
躍
は
す
る
も
の
の
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
ま
で
の

間
に
は
、
物
見
遊
山
に
出
発
し
た
り
し
な
が
ら
も
、
転
倒
や
病
臥
に
伏
す
記
事
を

絶
え
間
な
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
（2
（

。
こ
の
頃
の
南
畝
の
体
調
は
快
方
と
悪
化
を
繰

り
返
し
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
遂
に
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
四
月
六
日
、
享

年
七
十
五
歳
を
も
っ
て
南
畝
は
逝
去
し
た
。
死
因
に
つ
い
て
は
浜
田
義
一
郎
『
大

田
南
畝
（
（2
（

』
に
よ
る
と
、
判
然
と
し
な
い
が
脳
溢
血
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
南
畝
の

法
号
は
「
杏
花
院
心
逸
日
休
居
士
」
と
さ
れ
る
が
、
南
畝
の
墓
石
に
は
「
南
畝
大

田
先
生
之
墓
（
（2
（

」
と
あ
る
の
み
で
、
墓
碑
銘
も
法
号
さ
え
も
刻
ま
れ
て
は
い
な
い
。



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

四

三
、
大
田
家
の
日
蓮
信
仰

　

大
田
家
は
先
祖
代
々
の
法
華・

日
蓮
信
仰
を
持
ち
、
南
畝
も
先
祖
以
来
の
信
仰

を
大
切
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
南
畝
の
作
品
に
は
法
華・

日
蓮
信
仰
に
係

る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
広
く
日
本
仏
教
各
宗
派
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら

よ
り
南
畝
は
深
い
日
本
仏
教
へ
の
関
心
を
持
ち
つ
つ
、
特
に
先
祖
の
信
仰
に
関
す

る
作
品
に
は
、
管
見
な
が
ら
法
華・
日
蓮
信
仰
を
多
く
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
看

取
で
き
る
。
こ
の
点
は
『
調
布
日
記
』
な
ど
に
見
え
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
文
化
六

年
（
一
八
〇
九
）
二
月
九
日
、
父・

正
智
の
月
命
日
に
観
乗
寺
（
現
在
の
東
京
都

大
田
区
東
六
郷
）
に
祖
師
像
の
開
帳
を
申
し
出
て
お
り
、
尊
像
拝
見
の
様
子
を
先

の
書
に
、

い
づ
く
の
老
婆
に
や
、
来
り
あ
は
せ
て
拝
す
る
を
み
る
に
も
、
十
あ
ま
り
四

と
せ
さ
き
に
う
せ
給
ひ
し
母
君
の
事
思
ひ
出
さ
る
。
吾
祖
父
〈
道
寿
／
君
〉

父
君
〈
自
得
／
君
〉
と
も
に
法
華
経
に
帰
依
し
給
ひ
、
且
此
祖
師
の
示
現
し

給
ふ
天
明
八
年
は
、
わ
が
父
君
の
な
く
な
り
給
へ
る
年
な
れ
ば
、
あ
さ
ま
し

と
思
ひ
て
、
祖
考
及
考
妣
の
法
号
忌
日
を
も
詞
書
の
奥
に
書
の
せ
置
し
な
り
。

あ
ま
た
た
び
ぬ
か
づ
く
心
の
う
ち
に
、
頻
に
父
母
い
ま
せ
し
む
か
し
を
思
ひ

出
て
、
旅
衣
の
袖
を
う
る
ほ
し
ぬ
（
（2
（

。

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
を
伺
え
る
。
こ
こ
に
祖
父
母
や
父
母
の
信
仰
を

振
り
返
り
、
在
り
し
日
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
南
畝
の
心
持
ち
も
知
る
こ
と
が
で

き
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
日
蓮
宗
事
典
』
に
も
「
こ
と
に
彼
の
場
合
宗
旨
へ
の
関

心
は
父
母
へ
の
追
慕
の
念
と
結
び
つ
い
て
い
た
（
（2
（

」
と
あ
る
。
父・

正
智
と
母・

利

世
の
篤
信
は
南
畝
の
種
々
の
作
品
に
み
ら
れ
、
南
畝
の
信
仰
は
『
日
蓮
宗
事
典
』

に
あ
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
先
祖
や
父
母
に
対
す
る
「
敬
慕・

追
慕
の
念
」
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
大
田
家
の
信
仰
に
つ
い
て
、
南
畝
の
記
述
を
中
心
に

し
て
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

　

南
畝
は
『
改
元
紀
行
』
に
お
い
て
貫
名
山
妙
日
寺
に
赴
い
た
時
の
様
子
を
、

む
か
し
は
此
地
を
王
野
河
原
と
い
ひ
し
と
な
ん
。
わ
が
父
母
の
世
に
い
ま
せ

し
時
、
法
華
経
の
御
名
を
唱
ふ
る
事
の
み
枕
こ
と
と
し
給
ひ
し
が
、
け
ふ
は

か
ら
ず
も
祖
師
の
父
君
の
御
墓
に
ま
う
づ
る
事
よ
（
（3
（

。

と
記
し
て
お
り
、
南
畝
の
父
母
が
熱
心
な
法
華・

日
蓮
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。『
改
元
紀
行
』
の
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
『
高
祖
累
歳

録
』・

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』「
序
」
の
、

わ
が
た
ら
ち
お
自
得
翁
い
ま
そ
か
り
し
時
ほ
く
え
き
ゃ
う
の
ミ
な
を
唱
ふ
る

事
を
の
ミ
ま
く
ら
ご
と
と
し
（
（3
（

と
も
軌
を
一
に
す
る
こ
と
か
ら
も
、
南
畝
も
父
母
の
「
信
仰
の
後
ろ
姿
」
を
具
に

見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
南
畝
は
日
蓮
教
団
寺
院
に
詣
で
る

こ
と
数
多
で
あ
り
、
そ
れ
を
話
題
と
し
て
、
随
筆
や
紀
行
文
に
は
日
蓮
聖
人
や
由

緒
霊
跡
、
さ
ら
に
は
各
寺
院
の
来
歴
や
高
僧
の
逸
話
に
及
ぶ
も
の
が
散
見
さ
れ
る
（
（3
（

。

　

南
畝
の
父
母
の
信
仰
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
、
父・

正
智
は
先
に
も
述
べ
た
と

お
り
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
に
隠
居
し
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に

は
自
ら
「
自
得
」
と
号
し
た
。
父
も
ま
た
大
田
家
の
信
仰
熱
心
を
受
け
継
い
で
は

い
た
が
、
こ
の
隠
居
を
契
機
と
し
て
さ
ら
に
深
く
法
華・

日
蓮
信
仰
に
入
っ
た
よ



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

五

う
で
、
妻
で
あ
る
利
世
も
こ
れ
に
従
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
両
名
と
も
法
華
経
読

誦
は
行
な
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
題
目
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
唱
え
る
こ
と
を
旨
と

し
た
よ
う
で
（
（3
（

、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
大
田
家
墓
所
が
あ
る
菩
提
寺・

本
念
寺
に
あ

る
正
智
の
墓
石
に
も
「
而
不
讀
經 

唯
觀
誦
法
華
經
題
（
（3
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白

で
あ
る
。
元
々
、
正
智
は
実
直
な
性
格
で
あ
り
、
温
和
で
人
情
に
篤
い
人
物
で
あ
っ

た
。
ま
た
江
戸
内
外
の
日
蓮
系
寺
院
に
赴
い
て
は
参
詣
し
、
寺
の
住
職
と
談
笑
す

る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
と
あ
る
（
（3
（

。
正
智
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
九
月
九
日
に

行
年
七
十
三
を
も
っ
て
逝
去
し
た
。
法
号
は
「
自
得
院
道
理
日
悟
居
士
」
と
い
う

が
、
墓
石
に
は
「
大
田
自
得
翁
之
墓
」
と
の
み
刻
ま
れ
て
お
り
（
（3
（

、
墓
は
現
在
、
大

田
家
菩
提
寺
の
本
念
寺
墓
所
に
大
田
南
畝
の
墓
の
隣
に
あ
る
。

　

次
に
、
南
畝
の
母・

利
世
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
利
世
は
十
八
歳
の
時
に
正

智
の
妻
と
し
て
大
田
家
に
嫁
ぎ
、
二
男
二
女
に
恵
ま
れ
た
。「
覃
幼
就
學
塾
師 

先

妣
有
以
相
之
也
」
と
利
世
の
墓
碑
に
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に

非
常
に
教
育
熱
心
な
母
（
（3
（

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
御
徒
」
と
い
う
小
禄
の
大
田
家
に

あ
っ
て
質
素
倹
約
に
努
め
、
非
常
に
や
り
く
り
上
手
の
「
良
妻
賢
母
」
で
あ
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
利
世
も
正
智
と
同
様
に
信
仰
熱
心
で
、
墓
碑
銘
に
「
喜
誦
法
華
經

題
」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
に
夫
の
横
で
題
目
を
唱
え
て
い
た
と
い
う
。

　

南
畝
の
母
へ
の
思
い
は
多
く
の
作
品
に
見
え
、『
七
々
集
』
に
は
、

　
　
　

母
の
忌
日
に

た
ら
ち
ね
の
ち
ち
を
た
ら
ふ
く
の
み
し
よ
り
六
十
七
の
年
も
へ
に
け
り
（
（3
（

と
あ
り
、
多
く
の
作
品
な
ど
に
も
母
へ
の
思
い
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
母
の
忌
日
に

菩
提
寺
の
本
念
寺
を
詣
で
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
苦

労
し
な
が
ら
も
自
ら
を
養
育
し
て
く
れ
た
母
へ
の
追
慕
の
念
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
こ
れ
は
決
し
て
母
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
同
書
に
は
、

九
月
六
日
は
母
の
忌
日
、
九
日
は
父
の
忌
日
な
れ
ば

大田南畝墓石〈右〉、大田自得（大田正
智）墓石〈左〉共に東京都文京区白山 ・
本念寺

大田自得（正智）墓碑銘



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

六

山
く
づ
れ
海
か
れ
い
し
を
わ
す
れ
め
や
そ
の
長
月
の
む
ゆ
か
こ
こ
の
か
（
（3
（

と
父
母
へ
の
思
い
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
父
母
の
忌
日
に
両
名
の
「
在
り
し
日
の
姿
」

を
思
い
返
し
て
い
る
。

　

先
祖
か
ら
続
く
信
仰
を
踏
襲
し
て
供
養
を
欠
か
さ
な
い
南
畝
の
姿
は
、

九
月
六
日
は
母
の
忌
日
、
八
日
は
祖
父
、
九
日
は
父
の
忌
日
な
り

か
ぞ
い
ろ
の
な
く
な
り
し
よ
り
し
ら
菊
の
花
に
も
そ
そ
ぐ
わ
が
涙
か
な

ね
が
は
く
は
九
月
十
日
に
わ
れ
し
な
ん
祖
父
ち
ち
わ
れ
と
三
世
の
み
ほ
と
け
（
（4
（

と
『
放
歌
集
』
に
み
ら
れ
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
詠
ん
だ
こ
の
歌
に
は
、

祖
父・

父・

母
が
共
に
九
月
に
逝
去
し
て
お
り
、
六
日
（
母
）
八
日
（
祖
父
）
九

日
（
父
）
と
没
日
も
近
し
く
、
自
ら
が
九
月
十
日
に
死
ぬ
こ
と
が
叶
う
な
ら
ば
大

田
家
男
系
三
代
の
忌
日
が
並
ぶ
こ
と
と
な
り
、
南
畝
自
身
も
強
く
そ
れ
望
む
の
で

あ
っ
た
（
（4
（

。
こ
れ
こ
そ
連
綿
と
続
く
大
田
家
の
信
仰
を
基
と
し
て
、
南
畝
に
醸
成
さ

れ
た
信
仰
と
「
先
祖
敬
慕
の
念
」
の
一
端
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
大
田
南
畝
の
日
蓮
信
仰

　

南
畝
は
深
見
要
言
が
著
わ
し
た
日
蓮
聖
人
伝
記
物
で
あ
る
『
高
祖
累
歳
録
』・

『
本

化
高
祖
紀
年
録
』
に
共
に
「
序
」
と
、
挿
絵
の
「
詞
書
」
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

両
書
は
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
著
わ
し
た
も
の
で
、
作
者
で
あ
る
深
見
要
言
は
近
世

を
代
表
す
る
在
家
日
蓮
信
奉
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
不
明

な
点
が
多
く
、
現
在
深
見
要
言
の
人
物
像
を
紐
解
く
に
は
、
南
畝
が
記
し
た
「
序
」

に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
（
（4
（

。
ま
た
深
見
要
言
の
生
涯
や
信
仰
な
ど
を
南
畝
が
詳
細
に

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
両
者
の
深
い
関
係
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
影
山
堯
雄

氏
は
「
高
祖
累
歳
録
翻
刻
解
説
」
に
お
い
て
、『
高
祖
累
歳
録
』
の
挿
絵
を
近
世
を

代
表
す
る
名
画
家
が
多
く
寄
せ
て
い
る
の
は
、
文
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
南
畝
や

信行院妙理日得大姉墓石（大田利世・右）
晴雲院妙閑信女墓石（お賤 ・左）共に東
京都文京区白山 ・本念寺

信行院妙理日得大姉（大田利世）墓碑銘



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

七

山
本
北
山
な
ど
の
声
援
に
あ
づ
か
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
し
、
大
田・

山
本

両
名
と
深
見
要
言
と
は
「
同
信
の
よ
し
み
」
か
ら
緊
密
に
結
ば
れ
た
関
係
で
あ
る

こ
と
も
想
像
す
る
に
か
た
く
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
（4
（

。
ま
た
影
山
氏
は
そ
の
著
書

『
日
蓮
宗
教
団
史
概
説
』
に
お
い
て
「
太
（
マ
マ
）田
蜀
山
人
が
師
事
し
た
玉
沢
の
境
智
日

淳
」
と
記
し
、
南
畝
が
玉
沢
妙
法
華
寺
第
三
十
二
世
境
智
院
日
淳
に
あ
て
た
年
賀

状
を
根
拠
と
し
て
、
日
淳
が
南
畝
の
信
仰
醸
成
に
一
役
買
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
（
（4
（

。
つ
ま
り
南
畝
は
両
親
の
信
仰
に
対
す
る
「
後
ろ
姿
」
を
見
、
そ
の
影

響
を
う
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
進
ん
で
そ
の
信
仰
へ
と
深
く
踏
み
込
ん
で
い

た
よ
う
だ
。
そ
の
証
左
が
種
々
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
考
察
し
て
み

た
い
。

　

ま
ず
、
先
の
『
高
祖
累
歳
録
』・

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
の
「
序
」
に
注
目
し
て

み
た
い
。

〈『
高
祖
累
歳
録
』
序
〉

序（
（4
（

深
見
要
言
ハ
奥
州
菊
田
郡
名
古
曾
乃
関
九
面
の
邑
の
人
な
り
名
ハ
徳
一
の
字

ハ
至
厚
は
じ
め
密
乗
を
奉
ぜ
し
が
眼
を
患
ふ
る
事
五
年
風
光
と
生
を
へ
だ
て

な
ん
事
を
か
な
し
ミ
当
宗
の
祖
師
な
ら
び
に
七
面
の
神
に
十
年
の
願
を
お
こ

し
た
の
め
る
甲
斐
の
身
延
山
に
ま
う
づ
る
事
あ
ま
た
た
び
二
十
年
の
間
に
二

十
五
度
と
な
ん
そ
の
病
す
ミ
や
か
に
愈
る
事
を
得
て
後
そ
の
恩
に
む
く
ひ
徳

を
謝
し
奉
ら
ん
と
人
々
に
す
す
め
て
法
華
十
六
萬
部
の
経
題
を
課
誦
せ
し
む

又
百
万
部
の
願
を
発
し
て
己
に
六
十
万
部
を
／
得
た
り
外
に
自
唱
の
題
目
五

千
部
佛
像
を
刻
む
事
五
體
寺
々
に
納
む
る
所
の
経
題
乃
本
尊
百
幅
／
法
華
経

二
十
余
部
ま
た
紫
幕
十
二
張
を
製
つ
て
／
み
の
ぶ
山
に
か
か
げ
紺
紙
金
泥
の　
　

法
華
経
を
／
七
面
の
山
に
納
む
こ
た
び
／
祖
師
一
代
の
行
状
を
し
る
し
て
本

化
末
法
の
有
縁
を
ち
な
む
そ
の
事
ハ
註
画
讃
よ
り
も
く
は
し
く
其
画
ハ
／
山

海
圖
に
も
こ
え
た
り
よ
む
に
や
す
く
ミ
る
に
あ
か
ず
／
人
を
し
て
随
喜
の
心

を
生
ぜ
し
む
よ
り
て
思
ふ
わ
が
／
た
ら
ち
お
自
得
翁
い
ま
そ
か
り
し
時
ほ
く

え
き
ゃ
う
の
／
ミ
な
を
唱
ふ
る
事
を
の
ミ
ま
く
ら
ご
と
と
し
給
ひ
し
／
が
と

と
み
に
悽
愴
の
思
ひ
に
堪
ず
い
さ
さ
か
鄙
俚
の
こ
と
ば
を
の
ぶ
る
事
し
か
り

�

藤
原
覃
誌

〈『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
序
〉

序（
（4
（

深
見
要
言
ハ
奥
州
菊
田
郡
名
古
曾
乃
関
／
九
面
の
邑
の
人
な
り
名
ハ
徳
一
の

字
ハ
至
厚
／
は
じ
め
密
乗
を
奉
ぜ
し
が
眼
を
患
ふ
る
事
／
五
年
風
光
と
生
を

へ
だ
て
な
ん
事
を
悲
し
ミ
／
当
宗
の
／
祖
師
な
ら
び
に
七
面
の
神
に
十
年
の

願
を
／
お
こ
し
た
の
め
る
甲
斐
の
身
延
山
に
ま
う
づ
る
／
事
あ
ま
た
た
び
二

十
三
年
の
間
に
三
十
度
と
／
な
ん
そ
の
病
す
ミ
や
か
に
愈
る
事
を
得
て
／
後

そ
の
恩
に
む
く
ひ
徳
を
謝
し
奉
ら
ん
と
／
人
々
に
す
す
め
て
法
華
十
六
萬
部

の
経
題
を
／
課
誦
せ
し
む
又
百
萬
部
の
願
を
発
し
て
己
に
／
歳
ず
る
事
を
得

た
り
外
に
自
読
乃
題
目
五
千
部
佛
像
を
刻
む
事
五
體
寺
々
に
納
む
る
／
所
の

経
題
乃
本
尊
百
幅
法
華
経
廿
余
部
／
ま
た
紫
幕
十
二
張
を
製
り
て
み
の
ぶ
山

に
／
か
か
て
由
紺
紙
金
泥
の
法
華
経
を
七
面
の
／
山
に
納
む
こ
た
び
／
祖
師

一
代
の
行
状
を
し
る
し
て
本
化
末
法
の
／
有
縁
を
ち
な
む
そ
の
事
ハ
註
画
讃

よ
り
も
／
く
ハ
し
く
其
画
は
／
山
海
圖
に
も
こ
え
た
り
／
よ
む
に
や
す
く
ミ



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

八

る
に
あ
か
ず
人
を
し
て
／
随
喜
の
心
を
生
ぜ
し
む
よ
り
て
お
も
ふ
わ
が
／
た

ら
ち
お
自
得
翁
い
ま
そ
か
り
し
時
ほ
く
え
／
き
ゃ
う
の
ミ
な
を
唱
ふ
る
事
を

の
ミ
ま
く
ら
／
ご
と
と
し
給
ひ
し
が
と
と
み
に
悽
愴
の
／
思
ひ
に
堪
ず
い
さ

さ
か
鄙
俚
の
こ
と
ば
を
／
の
ぶ
る
事
し
か
り

�

藤
原
覃
誌
「
印
」「
印
」

　

こ
の
両
「
序
」
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
少
し
く
語
句
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
傍
線

部
が
指
摘
で
き
る
。『
高
祖
累
歳
録
』
の
「
序
」
傍
線
部
に
は
、
深
見
要
言
が
「
甲

斐
の
身
延
山
に
ま
う
づ
る
事
あ
ま
た
た
び
二
十
年
の
間
に
二
十
五
度
と
な
ん
」
と

あ
る
の
に
対
し
て
、『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
の
「
序
」
傍
線
部
は
「
甲
斐
の
身
延
山

大妻女子大学図書館蔵
「大田南畝印譜幅」落款
拡大

大妻女子大学図書館蔵
「大田南畝印譜幅」（大
妻女子大学図書館「大
妻女子大学デジタルコ
レクション」）

立正大学古書資料館蔵
『本化高祖紀年録』「序」
落款



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

九

に
ま
う
づ
る
事
あ
ま
た
た
び
二
十
三
年
の
間
に
三
十
度
と
な
ん
」
と
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
南
畝
が
『
高
祖
累
歳
録
』
に
「
序
」
を
寄
せ
た
時
に

は
深
見
要
言
が
「
身
延
山
に
二
十
年
間
で
二
十
五
度
に
わ
た
り
詣
で
た
」
が
、『
本

化
高
祖
紀
年
録
』「
序
」
の
時
に
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
の
月
日
が
流
れ
て
身
延
山
詣

を
さ
ら
に
五
回
重
ね
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
南
畝
が
手
を

加
え
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
深
見
要
言
自
身
か
、
は
た
ま
た
他
の
誰
か
が
手
を
加

え
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
先
に
も
述
べ
た
が
、
両
書
の

「
序
」
の
大
部
分
に
同
一
性
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
深
見
要
言
が
『
本
化
高
祖

紀
年
録
』
を
著
わ
す
に
あ
た
り
、
南
畝
に
「
序
」
を
改
め
て
依
頼
し
た
か
も
疑
問

が
残
る
。
他
に
も
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』「
序
」
に
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ

れ
は
南
畝
自
署
の
落
款
で
あ
る
。『
本
化
高
祖
紀
年
録
』「
序
」
に
は
落
款
が
二
印

確
認
で
き
、
次
に
そ
れ
を
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
（
（4
（

」
に
確

認
し
て
み
た
。
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」
は
、
本
幅
下
記

に
記
さ
れ
て
い
る
一
文
よ
り
、
南
畝
が
最
晩
年
と
な
る
七
十
五
歳
の
時
に
、
大
坂

の
狂
歌
師
で
あ
る
鶴
屋
於
佐
丸
（
鶴
廼
屋
乎
佐
丸
）
に
請
わ
れ
て
「
杏
園
主
人
」

の
号
を
も
っ
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
（
（4
（

。
こ
れ
を
も
っ
て
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』

「
序
」
に
確
認
で
き
る
二
印
の
落
款
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

両
序
に
は
「
藤
原
覃
誌
」
と
あ
り
、
写
真
の
よ
う
に
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
に

は
落
款
も
確
認
で
き
る
。
上
部
の
落
款
は
「
大
田
覃
」
と
あ
り
、
こ
の
印
に
つ
い

て
は
同
様
の
も
の
が
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」
に
も
確
認
で
き
た
。
し
か
し
下
部
の

印
に
つ
い
て
は
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」
に
見
ら
れ
ず
、
そ
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
（
（4
（

。

　

次
に
南
畝
が
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
の
挿
絵
に
寄
せ
た
詞
書
（
（5
（

に
つ
い
て
注
目
し

て
み
た
い
。『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
の
挿
絵
に
南
畝
の
詞
書
が
確
認
で
き
る
の
は
、

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
二
巻・

第
三
巻・

第
四
巻・

第
五
巻
で
あ
り
、
そ
れ
を
み

る
と
、猿

圃　

 �

猿
山
一
室
鎖
蒿
／
莱
黒
夜
飄
風
放
／
火
来
為
是
仁
心
／
及
禽
獣
慇
懃

献
／
果
避
塵
灰
／
大
田
覃
（
（5
（

伊
東　

 �

孤
舟
遙
指
伊
東
／
津
弟
子
如
雲
涙
／
湿
巾
安
國
論
成
／
無
一
報
天
涯

空
／
鼠
海
南
濱
／
大
田
覃
（
（5
（

小
松
原 �

東
條
大
道
接
天
／
津
日
暮
松
原
欲
／
襲
人
白
刀
如
霜
／
矢
如
雨
寧
知

刀
／
杖
不
加
身
／
大
田
覃
（
（5
（

龍
口　

 �

浮
雲
白
日
暗
東
／
関
龍
口
悲
風
大
／
海
湾
雷
電
動
威
／
天
未
厭
鴻
毛

一
／
擲
重
於
山
／
大
田
覃
（
（5
（

塚
原　

 �

重
為
遷
客
隔
乾
／
坤
北
海
陰
雲
古
／
冢
原
絶
畠
人
稀
／
風
雪
夜
唯
餘

阿
／
佛
奉
壺
飧
／
大
田
覃
（
（5
（

で
あ
る
。
こ
の
詞
書
の
詳
細
を
み
る
と
、
ま
ず
「
猿
圃
」
で
は
「
日
蓮
聖
人
四
大

法
難
」
の
松
葉
谷
法
難
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
日
蓮
聖

人
は
松
葉
谷
に
あ
っ
た
草
庵
を
多
く
の
念
仏
者
に
夜
襲
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
白

猿
の
先
導
で
こ
の
難
を
免
れ
た
と
い
い
、
こ
の
霊
地
を
「
お
猿
畠
」
と
称
す
る
。

次
に
「
伊
東
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
立
正
安
国
論
』
上
呈
が
為
政
者
や
他
宗
の

高
僧
ら
の
怒
り
を
買
い
、
伊
豆
国
へ
と
流
罪
と
な
っ
た
王
難
、
伊
豆
法
難
の
場
面

で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
詞
書
は
、
弟
子
で
あ
る
日
朗
と
の
「
涙
の
別
れ
」
の
部

分
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
小
松
原
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
房
国
東
条
郷

松
原
の
大
路
で
地
頭・

東
条
景
信
ら
に
襲
撃
さ
れ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
は



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

一
〇

殉
教
者
を
出
し
た
小
松
原
法
難
の
様
子
が
克
明
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
遺

文
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書
』
に
も
「
い
る
や
は
ふ
る
あ
め
の
ご
と
し
、
う
つ
た

ち
は
い
な
づ
ま
の
ご
と
し
（
（5
（

」
な
ど
と
あ
る
が
、
南
畝
の
漢
詩
の
内
容
は
こ
の
遺
文

と
似
通
っ
て
お
り
、
南
畝
の
日
蓮
聖
人
遺
文
理
解
が
伺
え
る
。
四
大
法
難
の
内
容

が
続
く
が
、
こ
の
四
大
法
難
の
最
後
が
「
龍
口
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
日
蓮
聖

人
斬
首
時
、
空
が
俄
に
荒
れ
雷
電
轟
く
、
あ
の
有
名
な
「
光
り
物
」
出
現
の
場
面

が
詠
ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
伝
記
や
逸
話
な
ど
で
語
り
継
が
れ
る
こ
の
状
況
を
南

畝
は
克
明
に
漢
詩
で
表
現
し
て
い
る
。
最
後
が
「
塚
原
」
で
、
こ
れ
は
日
蓮
聖
人

佐
渡
流
罪
中
、
最
初
の
謫
居
地
で
あ
る
塚
原
の
三
昧
堂
の
場
面
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
流
刑
地
で
あ
る
佐
渡
で
の
生
活
は
「
彼
国
へ
趣
者
は
死
は
多
、
生
は
希
な

り
（
（5
（

」
と
日
蓮
聖
人
遺
文
に
あ
る
よ
う
に
過
酷
を
極
め
た
。
寒
苦
と
食
の
欠
乏
の
中
、

流
罪
初
期
の
日
蓮
聖
人
を
支
え
た
の
は
佐
渡
で
創
出
さ
れ
た
弟
子
檀
越
で
あ
る
。

こ
の
佐
渡
の
檀
越
の
代
表
格
が
、
本
書
挿
絵
に
も
登
場
す
る
阿
仏
房・

千
日
尼
夫

妻
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
南
畝
の
日
蓮
聖
人
伝
へ
の
理
解
が
伺
え
る
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

　

以
上
、
南
畝
の
詞
書
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
こ
れ
ら
か
ら

南
畝
の
日
蓮
聖
人
へ
の
理
解
が
伺
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
南
畝
は
ど
の
よ
う
に
こ

の
よ
う
な
知
識
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
で
は
あ
る
が
父
母
か
ら
受
け

継
い
だ
も
の
と
も
い
え
る
が
、
単
に
そ
う
で
は
な
く
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に

自
ら
も
す
す
ん
で
知
識
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
感
が
あ
る
。
そ
れ
は
先
述
の
玉
沢

妙
法
華
寺
第
三
十
二
世
境
智
院
日
淳
の
存
在
だ
け
で
な
く
、
菩
提
寺
の
本
念
寺
も

そ
の
醸
成
に
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
証
左
こ
そ
が
南
畝
の
『
杏
園
詩

集
』
中
に
あ
る
「
観
本
念
寺
蓮
祖
四
厄
図
（
（5
（

」
と
い
う
漢
詩
の
存
在
で
あ
る
。
南
畝

は
大
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
本
念
寺
に
お
い
て
「
蓮
祖
四
厄
図
」
を
拝
見
し
、「
観

本
念
寺
蓮
祖
四
厄
図
」
を
詩
作
し
た
。
本
詩
は
『
杏
園
詩
集
』
第
三
巻
に
収
録
さ

れ
て
お
り
（
（5
（

、
そ
れ
は
、

　
　

本
念
寺
観
蓮
祖
四
厄
図
（
（6
（

　
　
　

伊
東
【
豆
州
】

孤
舟
遥
指
伊
東
津　

弟
子
如
雲
涙
湿
巾　

安
國
論
成
無
一
報　

天
涯
空
竄
海
南
浜

　
　
　

小
松
原
【
房
州
】

東
条
大
道
接
天
津　

日
暮
松
原
欲
襲
人　

白
刃
如
霜
矢
如
雨　

寧
知
刀
杖
不
加
身

　
　
　

龍
口
【
相
州
】

浮
雲
白
日
暗
東
関　

龍
口
悲
風
大
海
湾　

雷
電
動
威
天
未
厭　

鴻
毛
一
擲
重
於
山

　
　
　

塚
原
【
佐
州
】

重
為
遷
客
隔
乾
坤　

北
海
陰
雲
古
塚
原　

絶
島
人
稀
風
雪
夜　

唯
余
阿
仏
奉
壺
飧

の
四
詩
で
あ
る
。「
蓮
祖
四
厄
図
」
と
い
う
名
か
ら
、
先
の
「
日
蓮
聖
人
四
大
法

難
」（
松
葉
谷
法
難・

伊
豆
法
難・

小
松
原
法
難・

龍
口
法
難
）
が
想
起
さ
れ
る

が
、
そ
の
内
容
は
伊
豆
法
難・

小
松
原
法
難・

龍
口
法
難
、
そ
し
て
佐
渡
流
罪
と

な
っ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
そ
し
て
こ
の
四
詩
に
つ
い
て
、
先
の
『
本
化
高
祖

紀
年
録
』
に
収
録
さ
れ
る
詞
書
と
比
較
す
る
と
、『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
に
収
録
さ



身
延
山
大
学
仏
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二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

一
一

れ
る
詞
書
中
、
四
詩
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
『
本
化
高
祖

紀
年
録
』
に
詞
書
を
寄
せ
る
に
あ
た
り
、
本
念
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
蓮
祖
四

厄
図
」
が
南
畝
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
南
畝
が
日
蓮
聖
人
遺
文
を
も
読
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
数
点

確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
一
例
を
記
せ
ば
、『
南
畝
莠
言
』
巻
下
の
「
古
の
寺
社
の

数
」
に
て
、

日
蓮
上
人
御
書
撰
時
抄
に
、
彼
漢
土
ノ
嘉
祥
等
ハ
一
百
余
人
ヲ
ア
ツ
メ
テ
天

台
大
師
ヲ
聖
人
ト
定
タ
リ
。
今
日
本
ノ
七
寺
二
百
余
人
ハ
伝
教
大
師
ヲ
聖
人

ト
号
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
〈
云
／
々
〉。
按
ず
る
に
、
七
寺
僧
徒
の
数
こ
れ
に
よ
り

て
そ
の
す
く
な
き
を
み
る
べ
し
。
同
書
〈
録
外
第
七
／
神
国
王
御
書
〉
漢
土

の
寺
は
十
万
八
千
四
十
一
所
也
。
我
朝
山
寺
ハ
十
七
万
一
千
三
十
七
所
也
。

又
日
本
国
ノ
叡
山
七
寺
、
東
寺
、
円
（
マ
マ
）城

寺
等
ノ
十
七
万
一
千
三
十
七
所
ノ

山
々
、
寺
々
〈
云
／
々
〉。
又
〈
録
外
第
十
五
／
垂
迹
法
問
（
マ
マ
）御
書
〉
一
日
本

国
中
社
数
一
万
三
千
三
十
二
所
ア
リ
。
一
仏
法
住
所
十
七
万
一
千
三
十
七
所

也
。
此
書
を
み
て
其
時
の
寺
社
の
数
を
し
る
べ
し
（
（6
（

。

と
あ
り
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
『
撰
時
抄
』『
神
国
王
御
書
』、
ま
た
『
垂
迹
問
答
』

（
本
文
に
は
「
垂
迹
法
問
御
書
」
と
あ
り
）
の
記
述
よ
り
、
日
本
国
中
の
み
な
ら
ず

中
国
の
寺
社
数
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
「
録
外
」
の
語
で
、
こ
れ
は
日
蓮
聖
人
遺
文
の
集
成
本
で
あ
る
『
録
外
御
書
』

を
指
す
。
つ
ま
り
南
畝
は
近
世
に
お
い
て
流
布
し
た
刊
本
『
録
内
御
書
』『
録
外
御

書
』
な
ど
を
も
っ
て
日
蓮
聖
人
遺
文
を
拝
読
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、

　
　
　

本
念
寺
読
日
什
記
（
（6
（

早
登
台
獄
度
冬
春　

中
歳
還
郷
在
会
津　

忽
読
遺
書
閉
仏
眼　

重
将
大
乗
転

金
輪　

羽
山
脱
兎
辞
緇
侶　

華
洛
攀
竜
謁
紫
宸　

七
十
高
僧
成
晩
器　

儼
然

三
寺
闘
鱗
峋
（
（6
（

と
い
う
漢
詩
が
あ
り
、
こ
れ
よ
り
南
畝
が
「
日
蓮
聖
人
に
関
す
る
知
識
」
の
み
な

ら
ず
、
日
蓮
教
団
関
係
事
項
に
も
興
味
を
持
ち
、
種
々
研
鑽
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
菩
提
寺
で
あ
る
本
念
寺
も
ま
た
南
畝
の
信
仰
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

五
、
む
す
び
に

　

以
上
「
大
田
南
畝
と
日
蓮
信
仰
」
と
題
し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
が
当
り
づ
ら
い
南
畝

の
信
仰
に
つ
い
て
を
、
大
田
家
の
信
仰
及
び
、
信
仰
を
基
に
結
び
つ
い
た
交
友
関

係
、
特
に
深
見
要
言
の
『
高
祖
累
歳
録
』・

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
を
手
掛
か
り
と

し
て
考
察
し
て
み
た
。
文
人
と
し
て
、
ま
た
幕
臣
と
し
て
活
躍
し
た
南
畝
の
人
生

は
大
田
家
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
法
華・

日
蓮
信
仰
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
深

い
日
本
仏
教
理
解
へ
と
昇
華
し
て
い
く
。
そ
れ
は
様
々
な
南
畝
作
品
な
ど
に
見
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
に
家
の
信
仰
で
あ
る
法
華・

日
蓮
信
仰
に
視
点
を
あ

て
れ
ば
、
そ
れ
は
南
畝
の
深
い
教
養
も
あ
っ
て
か
、
日
蓮
聖
人
の
み
な
ら
ず
広
く

日
蓮
教
団
に
関
す
る
理
解
へ
と
醸
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
菩
提
寺
で
あ
る
本
念

寺
の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
日
蓮
系
僧
侶
と
の
多
く
の
邂
逅
に
起
因
し
、
そ

の
点
に
つ
い
て
今
回
少
し
く
指
摘
し
た
。



大
田
南
畝
（
蜀
山
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）
と
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蓮
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仰
（
木
村
中
一
）
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二

　

本
稿
に
お
い
て
は
主
に
「
日
蓮
聖
人
に
関
す
る
も
の
」
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、

他
に
も
日
蓮
教
団
史
に
名
を
残
す
高
僧
ら
に
関
す
る
多
く
の
漢
詩
な
ど
が
南
畝
作

品
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
を
し
て
、
さ
ら
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）	

影
山
堯
雄
氏
は
一
九
六
一
年
に
深
見
要
言
『
高
祖
累
歳
録
』
上・

下
を
折
本
帙
入
で

翻
刻
し
た
（
日
本
仏
書
刊
行
会
）。
本
書
上
巻
に
は
「
高
祖
累
歳
録
翻
刻
解
説
」
が
付
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
大
田
南
畝
の
号
の
一
つ
で
あ
る
「
寝
惚
先
生
」
を
「
念
法
華
先
生
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
念
法
華
先
生
」
の
号
は
大
田
南
畝
の
日
蓮
信
仰
を
現
す
も
の

と
指
摘
で
き
る
が
、
管
見
の
限
り
「
念
法
華
先
生
」
は
影
山
氏
の
記
述
と
日
蓮
宗
事
典

刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一
年
、
一
〇
二
六
頁
）
以

外
に
み
ら
れ
な
い
。

（
２
）	

揖
斐
高
編
『
江
戸
漢
詩
選
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
四
六
一
頁

（
３
）	

南
畝
の
作
品
に
関
し
て
は
、
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
全
二
一
巻

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
～
二
〇
〇
〇
年
）
に
依
っ
た
。
ま
た
他
に
も
、
た
ば
こ
と
塩
の

博
物
館
編
『
没
後
二
〇
〇
年　

江
戸
の
知
の
巨
星　

大
田
南
畝
の
世
界
』（
た
ば
こ
と
塩

の
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）
や
、
小
林
ふ
み
子
稿
「
寛
政
期
の
大
田
南
畝
と
狂
歌
」（『
近

世
文
藝
』
八
〇
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
も
参
考
に
し
た
。

（
４
）	

大
田
南
畝
の
出
生
地
や
屋
敷
地
に
関
し
て
は
諸
説
存
在
す
る
。
筆
者
は
浜
田
義
一
郎

『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）、
小
池
正
胤
『
反
骨
者 

大

田
南
畝
と
山
東
京
伝
』（
教
育
出
版
株
式
会
社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
に
依
っ
た
。

（
５
）	

御
徒
は
将
軍
の
護
衛
と
は
い
え
「
お
目
見
え
」
も
で
き
な
い
下
級
武
士
で
あ
る
。
よ
っ

て
大
田
家
は
さ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
く
、
母・

利
世
は
や
り
く
り
を
し
な
が
ら
大
田
南
畝

の
学
費
を
工
面
し
た
よ
う
で
あ
る
。
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一

九
九
六
年
）、
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七

年
）、
小
林
ふ
み
子
『
大
田
南
畝 

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四

年
）
な
ど
参
照
。

（
６
）	

東
京
都
文
京
区
白
山・

本
念
寺
「
信
行
院
妙
理
日
得
大
姉
墓
」（
大
田
利
世
）
墓
碑
銘

（
７
）	

恵
光
寺
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
紀
州
新
宮
藩
主
で
あ
っ
た
水
野
対
馬
守
の

下
屋
敷
地
に
菩
提
寺
と
し
て
開
創
さ
れ
た
と
寺
伝
に
あ
る
。
故
に
明
治
時
代
に
入
る
ま

で
は
「
武
家
の
寺
」
と
し
て
栄
え
、
町
人
は
水
野
家
縁
（
出
入
り
）
の
者
で
な
け
れ
ば

葬
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
拙
著
『
瑞
光
寺
史
話
』、
蓮
紹
山
瑞
光
寺
、
二

〇
一
五
年
、
二
五
頁
）。
ま
た
、
妾
の
お
賤
は
恵
光
寺
よ
り
ほ
ど
近
い
浄
栄
寺
に
て
加

療
、
そ
の
後
当
寺
で
逝
去
し
て
お
り
（
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』
人
物
叢
書
、
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
〇
頁
）、
南
畝
は
こ
の
牛
込
地
区
の
地
理
に
は
明
る
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
８
）	「
宝
合
わ
せ
」
に
関
し
て
は
、
小
林
ふ
み
子
『
大
田
南
畝 

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
〇
～
三
五
頁
）
に
詳
し
い
。

（
９
）	

浜
田
義
一
郎
稿
「
解
説　

南
畝
の
狂
歌・

狂
文
」（
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南

畝
全
集
』
巻
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
五
二
五
～
五
二
六
頁
）。
ま
た
『
大
田
南

畝
全
集
』
巻
二
十
「
年
譜
」
に
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
二
月
四
日
に
、
牛
込
恵

光
寺
に
お
い
て
酒
上
熟
寐
（
島
田
左
近
）
が
会
主
と
な
り
「
宝
合
会
」
が
開
催
さ
れ
、

南
畝
も
「
玩
世
音
紺
紙
金
泥
御
詠
歌
」
他
二
点
出
品
と
あ
る
（
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表

『
大
田
南
畝
全
集
』
巻
二
十
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
八
一
頁
）。

（
10
）	

後
に
南
畝
は
「
お
香
」
と
い
う
妾
も
も
つ
。
お
香
の
父
（
島
田
順
蔵
）
と
南
畝
は
旧

知
の
仲
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
お
香
の
姉
（
美
與
子
）
と
も
南
畝
が
主
催
す
る
の
和
文
の

会
で
顔
な
じ
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
お
香
に
つ
い
て
、
い
つ
の
頃
に
妾
と
な
っ
た

か
は
不
明
と
さ
れ
る
（
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
七
年
、
二
一
六
頁
）。

（
11
）	

東
京
都
白
山
本
念
寺
に
あ
る
「
晴
雲
院
妙
閑
信
女
」（
お
賤
）
墓
石
右
側
面
に
は
「
此

婢
志
津

0

0

之
墓
」
と
も
あ
る
。

（
12
）	
先
述
し
た
が
浄
栄
寺
の
近
く
に
は
日
蓮
宗
の
恵
光
寺
（
現
、
瑞
光
寺
）
が
あ
る
。
法

華
信
仰
を
持
つ
南
畝
で
あ
っ
た
が
、
浄
栄
寺
の
住
持
で
あ
る
雪
山
は
南
畝
の
門
人
で
あ

り
、
気
心
知
れ
た
こ
の
よ
う
な
関
係
性
よ
り
、
病
床
に
伏
し
た
お
賤
を
浄
栄
寺
に
置
い
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仏
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年
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一
三

た
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
毎
年
祥
月
命
日
に
は
、
お
賤
の
法
号
で
あ
る
晴

雲
妙
閑
信
女
よ
り
「
晴
雲
妙
閑
忌
」
を
浄
栄
寺
で
営
み
、
こ
れ
に
因
む
詩
歌
を
作
っ
た

と
い
う
（
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
一

五
〇
頁
）。

（
13
）	

小
林
ふ
み
子
稿
「
寛
政
期
の
大
田
南
畝
と
狂
歌
」（『
近
世
文
藝
』
八
〇
号
、
日
本
近

世
文
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
二
九
～
三
〇
頁

（
14
）	

南
畝
が
「
学
問
吟
味
」
を
受
け
た
の
は
第
二
回
目
に
あ
た
る
（
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人

の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、
五
一
二
頁
）。

（
15
）	

こ
の
試
験
に
は
「
遠
山
の
金
さ
ん
」
の
モ
デ
ル・

遠
山
景
元
の
父
で
あ
る
遠
山
金
四

郎
景
晋
も
受
験
し
、
景
晋
は
御
目
見
得
以
上
の
主
席
で
あ
っ
た
と
い
う
（
浜
田
義
一
郎

『
大
田
南
畝
』
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
一
五
三
頁
）。

（
16
）	

お
幸
は
次
女
で
あ
り
、
長
女
は
夭
逝
し
て
い
る
（
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』
人
物

叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
五
七
頁
）。

（
17
）	

浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
一
七
一
頁

（
18
）	

南
畝
の
寛
政
期
に
お
け
る
狂
歌
再
開
は
、
小
林
ふ
み
子
稿
「
寛
政
期
の
大
田
南
畝
と

狂
歌
」（『
近
世
文
藝
』
八
〇
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
19
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

一
九
五
頁

（
20
）	

長
崎
で
の
南
畝
の
動
向
に
つ
い
て
、
德
田
武
稿
「
大
田
南
畝
の
長
崎
体
験
」（
た
ば
こ

と
塩
の
博
物
館
編
『
没
後
二
〇
〇
年　

江
戸
の
知
の
巨
星　

大
田
南
畝
の
世
界
』、
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
、
一
七
八
～
一
八
一
頁
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
21
）	

南
畝
の
長
崎
で
の
勤
め
先
は
岩
原
郷
立
山
の
東
役
所
で
、
宿
舎
も
こ
の
岩
原
郷
に
あ
っ

た
が
、
文
化
二
年
（
一
九
〇
五
）
に
訓
令
を
携
え
て
き
た
遠
山
金
四
郎
景
晋
に
宿
舎
を

明
け
渡
し
て
、
自
ら
は
日
蓮
宗
本
蓮
寺
（
現
、
長
崎
県
長
崎
市
）
の
塔
頭
で
あ
る
大
乗

院
へ
と
移
っ
た
（
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七

年
、
二
〇
一
頁・

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
十
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
、
二
〇
七
頁
）。
こ
こ
で
南
畝
は
以
前
書
写
し
た
「
自
我
偈
」
に
跋
文
を
付

し
一
巻
に
装
丁
し
な
お
し
た
も
の
を
奉
納
し
て
い
る
と
い
う
（
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表

『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
十
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
二
一
一
頁
）。

（
22
）	

そ
の
一
例
を
記
せ
ば
「
披
榛
踰
嶺
踏
烟
雲　

七
面
山
高
海
色
分　

一
自
征
韓
傳
奏
捷　

至
今
猶
奉
鬼
将
軍
」
と
い
う
漢
詩
が
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
「
七
面
山
」
は
現
在
の
日
蓮

宗
七
面
山
妙
光
寺
を
い
う
。
妙
光
寺
は
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
、
境
内
地
よ
り
出

土
し
た
大
石
に
七
面
大
明
神
の
御
神
体
を
刻
ん
で
、
身
延
（
山
梨
県
南
巨
摩
郡
）
七
面

山
よ
り
免
許
を
得
て
祭
祀
し
た
こ
と
が
濫
觴
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
肥
後
（
熊
本
県
熊

本
市
）
本
妙
寺
よ
り
清
正
公
を
、
中
山
（
千
葉
県
市
川
市
）
法
華
経
寺
か
ら
鬼
子
母
神

を
勧
請
し
、
こ
れ
ら
を
「
三
神
宮
」
と
称
し
て
「
七
面
さ
ん
」「
妙
見
さ
ん
」「
清
正
公

さ
ま
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
詩
に
あ
る
「
鬼
将
軍
」
と
は
加
藤
清
正
を
指

し
、
ま
さ
し
く
こ
れ
は
妙
光
寺
の
来
歴
を
踏
襲
し
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
。
現
在
、
妙
光
寺
に
程
近
い
と
こ
ろ
に
石
碑
が
あ
り
、
こ
の
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い

る
（
妙
光
寺
来
歴
に
つ
い
て
は
当
寺
住
職・

蘭
賢
隆
上
人
に
御
教
示
を
賜
り
、
写
真
な

ど
の
資
料
提
供
も
受
け
た
）。

（
23
）	

玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）
八
五
五
頁

（
24
）	

浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
二
七
～

二
二
八
頁

（
25
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
巻
二
十
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）

「
年
譜
」、

（
26
）	

浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）
二
四
三
～

二
四
四
頁
。
同
内
容
が
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、

八
六
四
頁
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）	

東
京
都
文
京
区
白
山・

本
念
寺
「
大
田
南
畝
之
墓
」
墓

（
28
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）

一
七
八
～
一
七
九
頁

（
29
）	
日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』（
日
蓮
宗
宗
務
院
、
一
九
八
一
年
）
一

〇
二
六
頁

（
30
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

九
七
頁



大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）
と
日
蓮
信
仰
（
木
村
中
一
）

一
四

（
31
）	『
高
祖
累
歳
録
』「
序
」、『
本
化
高
祖
紀
年
録
』「
序
」（
共
に
立
正
大
学
古
書
資
料
館

蔵
）

（
32
）	
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
巻
二
十
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）

「
年
譜
」、
浜
田
義
一
郎
『
大
田
南
畝
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
）、

玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
33
）	

玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
）
三
二
頁

（
34
）	

東
京
都
文
京
区
白
山・
本
念
寺
「
大
田
自
得
翁
之
墓
」（
大
田
正
智
）
墓
碑
銘
。
本
墓

碑
銘
に
は
「
孝
子
覃
建
」
と
あ
り
本
墓
は
南
畝
が
建
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
墓

碑
銘
は
南
畝
の
親
友
で
あ
る
菊
池
衡
岳
の
撰
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
（
玉
林
晴
朗
『
蜀

山
人
の
研
究
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
、
三
五・

三
七
頁
）。

（
35
）	

玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
）
三
三
頁

（
36
）	

東
京
都
文
京
区
白
山・

本
念
寺
「
大
田
自
得
翁
之
墓
」（
大
田
正
智
）
墓

（
37
）	

東
京
都
文
京
区
白
山・

本
念
寺
「
信
行
院
妙
理
日
得
大
姉
墓
」（
大
田
利
世
）
墓
碑
銘

（
38
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

二
五
五
頁

（
39
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

二
五
五
頁

（
40
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

一
六
四
頁

（
41
）	

玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、
八
六
四
頁
）
五
〇
頁

（
42
）	

拙
稿
「
深
見
要
言
開
版
『
御
書
五
大
部
』
編
纂
に
つ
い
て 

特
に
『
立
正
安
国
論
』
校

訂
を
中
心
に
」（
小
松
邦
彰
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
学
の
源
流
と
展

開
』、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
43
）	

影
山
堯
雄
翻
刻
『
高
祖
累
歳
録
』「
高
祖
累
歳
録
翻
刻
解
説
」（
身
延
山
大
学
付
属
図

書
館
蔵
）

（
44
）	『
大
田
南
畝
全
集
』
に
は
、
日
淳
に
関
す
る
漢
詩
を
管
見
の
限
り
五
首
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

八
八
年
、
一
四
三・

一
四
九・

一
五
四・

一
五
八・

一
六
五
頁
）。

（
45
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
高
祖
累
歳
録
』
第
一
巻
四
丁
裏
～
六
丁
裏

（
46
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
一
巻
二
丁
表
～
四
丁
裏

（
47
）	

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」（
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
「
大
妻
女

子
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
よ
り
）

（
48
）	

た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
編
『
没
後
二
〇
〇
年　

江
戸
の
知
の
巨
星　

大
田
南
畝
の
世

界
』（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）
二
〇
八
頁

（
49
）	

こ
の
下
部
の
印
は
南
畝
の
字
で
あ
る
「
子
耜
」
と
も
読
め
る
が
、
本
文
で
も
述
べ
た

が
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
50
）	『
高
祖
累
歳
録
』・

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
共
に
挿
絵
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
絵
に
つ

い
て
詞
書
が
あ
る
の
は
管
見
の
限
り
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
の
み
で
あ
る
。

（
51
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
二
巻
一
〇
丁
表・

天
註

（
52
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
三
巻
五
丁
裏・

詞
書

（
53
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
四
巻
九
丁
表・

詞
書

（
54
）	

身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
五
巻
一
七
丁
表・

天
註

（
55
）	

立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』
第
五
巻
二
八
丁
裏・

天
註

（
56
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本 

日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
巻
（
身
延
山
久
遠

寺
、
一
九
八
八
年
）
三
二
六
頁

（
57
）	

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本 

日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
巻
（
身
延
山
久
遠

寺
、
一
九
八
八
年
）
九
五
二
頁

（
58
）	「
蓮
祖
四
厄
図
」
に
つ
い
て
白
山
本
念
寺
に
確
認
し
た
が
、
本
念
寺
は
数
度
に
わ
た
り

火
災
な
ど
に
あ
っ
て
お
り
、
本
図
は
現
存
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
59
）	『
杏
園
詩
集
』
第
三
巻
（『
大
田
南
畝
全
集
』
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
五

〇
九
頁
。『
杏
園
詩
集
』
第
三
巻
（
続
編
と
も
）
に
つ
い
て
は
『
蜀
山
人
全
集
』
に
は
収

録
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
大
田
南
畝
全
集
』
第
六
巻
に
て
初
め
て
集
成
化
さ
れ
た
。
森
銑
三

氏
は
こ
の
事
実
を
記
し
た
上
で
、
本
詩
に
つ
い
て
「
南
畝
は
つ
い
で
、
そ
の
菩
提
所
本

念
寺
に
お
い
て
日
蓮
の
四
厄
の
圖
を
見
て
、
七
絶
四
首
を
賦
し
た
。
南
畝
の
父
自
得
翁

は
、
熱
心
な
法
華
の
信
者
で
あ
っ
た
。
南
畝
も
日
蓮
の
事
蹟
に
は
通
暁
し
て
ゐ
た
の
で

あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
森
銑
三
著
作
集
』
第
十
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九



身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
二
十
四
号
　
令
和
五
年
十
月

一
五

年
、
三
〇
七
頁
）。

（
60
）	
浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
年
）
八

九
～
九
〇
頁

（
61
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

四
二
二
～
四
二
三
頁

（
62
）	

日
什
は
顕
本
法
華
宗
の
開
祖
で
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
日
蓮
教
団
僧
侶
で
あ
る
。

本
詩
は
日
什
の
法
華
経
弘
通
の
生
涯
に
つ
い
て
詠
っ
て
お
り
、
南
畝
の
日
什
へ
の
理
解

が
伺
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
念
寺
が
旧
顕
本
法
華
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

念
寺
に
て
日
什
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

（
63
）	

浜
田
義
一
郎
編
集
代
表
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）

五
一
一
頁

〈
付
記
〉

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
立
正
大
学
古
書
資
料
館
蔵
『
高
祖
累
歳
録
』『
本
化
高
祖
紀
年
録
』、

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
「
大
田
南
畝
印
譜
幅
」、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
本
化
高
祖

紀
年
録
』
の
資
料
提
供・

掲
載
許
可
、
ま
た
東
京
都
文
京
区
白
山
本
念
寺
様
よ
り
種
々
の
御

教
示
と
大
田
家
関
係
墓
所
の
写
真
撮
影
及
び
掲
載
許
可
、
長
崎
県
長
崎
市
鳴
滝
妙
光
寺
様
よ

り
種
々
の
御
教
示
と
資
料
提
供
を
受
け
た
。
こ
こ
に
立
正
大
学
品
川
図
書
館
及
び
古
書
資
料

館
、
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
、
身
延
山
大
学
附
属
図
書
館
の
諸
機
関
各
位
、
さ
ら
に
白
山
本

念
寺
住
職　

浅
井
信
英
上
人
、
鳴
滝
妙
光
寺
住
職　

蘭 

賢
隆
上
人
の
学
恩
に
対
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

併
せ
て
、
本
稿
は
二
〇
二
三
年
九
月
一
〇
日
（
日
）
に
東
京
外
国
語
大
学 

府
中
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
行
わ
れ
た
日
本
宗
教
学
会
第
八
二
回
学
術
大
会
で
筆
者
が
発
表
し
た
「
大
田
南
畝
の

信
仰
」
の
原
稿
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉�

江
戸
時
代
、
狂
歌
師
、
文
人
、
能
吏
、
知
識
人
、
武
士
、
深
見
要
言
、『
高

祖
累
歳
録
』、『
本
化
高
祖
紀
年
録
』、
日
蓮
聖
人
伝




